第３回大学設置準備委員会での意見
１　教育課程等について

　○ 学生の入学時における学力・入試について
・ 入学時の学力にはバラツキがあるため，補習（高校の復習課程）の時間をカリキュラムに入れるなどし,入学後早い時期に平準化する必要がある。そのため「ｅ-learning」などを使った学習に取り組む。

・ 入試科目の選択によって，ほとんど勉強せずに来てしまう科目もある。推薦入学にセンター試験を課すか，課さないかということも含めて，入試について検討する必要がある。

・ 理系大学の工学部などではかなり補習に当てているということがあり，多様な工夫がされているのでそういう事例を集めてみるのも良い。

・ 入試科目等の情報は，早くアナウンスをして，大学がどういう人材養成をしたいかが，学生等にわかるようにすることが必要である。

・ 補習教育については，入学後，高校の延長教育（リメディアル）をやると，学生のやる気を削いでしまうので，夢を描いて入学してきた者に，始めに専門に近いものを勉強させるなどでやる気をおこさせなければならない。
○ 教育方法・内容について

・ 語学と数学は何をやるにしても基盤となる。

・ 教育方法は，積み上げ式ではなく，並列した教育方法が良いと思う。

・ 専門教育では，教養共通教育の数学，物理とは違う「応用数学」など，学習したことを何に使うのかが明確にわかる教育を行う。

・ 最初にある程度包括的なものをやって，高学年になったときに基礎科目をやるというようにすればその後の学習が順調になるのではないか。

・ 自由科目などが増えすぎると，学生が自分が何を勉強しているのか良く分からなくなるということもあり，ある程度の科目を絞って系統的に教えるというほうが望ましい。

・ 現時点では，カリキュラム上に多くの科目が並んでいるが，どの科目に特に重点を置くか，融合できるものはないかなど，検討をしていく。

○ 文理融合について

・ 文理融合型の数学・理科は，自然科学，数学，機械や物理などの本質を理解させる必要があるが，それを指導できる教員を確保できるかどうかということが問題となる。

・ 新しい融合領域は自分で新たにコーディネイトをする必要がある。教員が素材を与えて，それを融合するのは学生にまかせるなどできれば簡単だが,それは難しいため,具体的には新しいテキストを皆で書くなどの，教育の内容も工夫しなければならない。
○ 語学について

・ 共通教養科目の語学に，「ドイツ語」がない。実質で英語というのは分かるが，学術的なことなどでドイツ語が必要となることはまだ多い。選択科目として入れてはどうか。
２　専任教員について
○居住要件について
・ 居住地を限定する用件などは国立大学などではあまりない。遠距離通勤，新幹線定期は認めるが上限を設けるなどのことで柔軟な対応を。地域を限定して，多様な人材を切ってしまうのはもったいない。
・ 日常的な大学運営という点から見ると，近場にいていただく必要がある。そういうローカルの問題と，全世界から具体的に先生方を集める問題と，両方上手くいくような工夫が必要。

・ 通勤圏で地域を規定するなどもある。1時間以内で通えるところなどで考えても良い。また，住民票の関係だけで，単身赴任というのもいいのでは。
・ 教員養成系は緊急事態への対応が必要となる場合が多いので近郊というのが望ましい。
　○定年規定について

・ 現在ほとんどの国立大学は定年65歳となっているが，そういう定年後の先生を確保することが重要なので，年齢に関する規定は外して,内規か何かで対応すれば良いのでは。いい先生にいてもらうためには，少なくとも65歳ではなくて70歳などにしておいた方がいい。

・ 最近はエイジズムという年齢差別に対する批判がかなりあり，将来のことを考えれば定年の規定は外れていく方向だと思う。

・ 70歳までとした方が安定して仕事ができるメリットがある。大学の教員の大半は35歳くらいで就職するので他の市職員とはズレがあることも考慮しなくてはいけない。

・ 私立大学は国立大学からの教員の力で教育の水準を保っているというのが現実。科研費の採択率などの意味でも，国立大学を出てきた先生の力というものが必要であり，規定上は駄目だというのも分かるが，そうすると教育のレベルは下がらざるを得ない。

・ 国立大学の定年前後にやってきた教員はある意味で回転が速く,新陳代謝になるともいえる。

・ 年齢制限の解除を特任教授に限定してしまうと，教員確保は難しい。（専任教員としてでなければ難しい）

・ 身分制と役職制とを分離させるなど，教育と管理とを分ける，研究室のない教授職ポストをつくるというような工夫の仕方があるのでは。

○ 非常勤教員について

・ 福山の企業をリタイアした方や，65歳定年を迎えられた非常に有力な教員の方に，非常勤講師として70歳くらいまでは大学にいていただくということも合わせてセットしておく必要がある。非常勤についての考え方も文言化しておいた方がいい。

・ 集中講義形式などでは外国からの非常勤なども考える必要がある。

・ 非常勤の形は多様にあるが，客員教授，客員准教授，客員助教，講師などすべてを含んでおり，新しい大学においては，実験科目など週3回程度勤務可能な非常勤も必要となると考えている。
　○ 専任教員の学位について

・ 募集条件の中に，文系の教員は修士以上，理系の教員は博士以上となっているが,いくら文系の博士が少ないといっても，明記してしまえば妥協しているように見えるので，削除したらどうか。設置基準において，博士の学位を持たない人であっても色々な資格を考慮することでカバーできるのであれば，わざわざ分ける必要はないのではないか。

○ その他

・ 公立大は，往々にして，国立大出身の優秀な教員のステップアップの土台にされる。それを防ぐためにはいいフィールドを与えてあげる必要がある。

・ 新しい大学をつくるのだから，今の日本の大学の中にある多様な悪しき慣行を持ち込まないことを目標にしたい。

・ 必然上，専任の数が限られており，その数を大学全体として，どう不満なく活かすかということが重要。小さな大学なので学部単位で枠を嵌めてしまわずに，全体でこの大学の教育を分担し合って運営していくのだという，コンセンサスを持ちながら，授業の分担，科目がある程度オーバーラップしながら協力して教育ができるように。　

　
３ 施設設備等について 
　　・ 文理融合型の理念で学生を育てるということを謳う大学としては実験・演習の設備をどこまで整えるかということなども問題。
・ 教育学部の免許課程に伴う教育実習室なども慎重に考える必要がある。

　　・ 教育学部は，障害のある方が来られる場合も多く，そういった車椅子や視聴覚の障害のある方への配慮（トイレ・エレベーター等）が必要になる。また，最近はシックハウス症候群などのアレルギーを持っている学生もいる。そういったことも考慮して，屋内の空気環境，建材などにも注意を払ってほしい。

・ 持続可能性を謳う大学としては，施設もそれを体現するモデル校舎になるような工夫が欲しい。
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